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　知床周辺７町（斜里町、清里町、小清水町、別海町、中
標津町、標津町、羅臼町）で取り組んできた知床版図柄入
りナンバーのサンプルプレートが作成されました。
　地域振興や観光振興などを目的として、知床周辺地域を
一目でイメージできるナンバープレートのデザインを募集
し、全国から178点のご応募を頂いた中から最優秀賞作品
を知床ナンバープレートの基本デザインとして決定したと
ころです。
　知床ナンバープレートは令和２年（2020年）度中に交
付開始する予定となっていますが、交付に先立ち作成され
たサンプルプレートを本庁舎ロビー（正面玄関奥）に展示
していますのでご覧ください。
　交付開始以降、知床ナンバー対象地域で新規登録する車のナンバーは、全て知床ナンバーになり、釧路ナンバー
は選択できなくなります。その際は、カラー図柄、モノクロ図柄、図柄なしの３種類の知床ナンバーから選択す
ることになります。
　町ホームページでは「どんなときにナンバーが変更になるのか」を紹介していますので、ご覧ください。

問合せ／企画振興担当（内線2213・2214）

知床ナンバー
サンプルプレートを作成しました

消防署から

防火のポイント
　別海消防団（署）では、次のとお
り歳末特別警戒を実施します。

　慌ただしい年の瀬、火気に対する注意がおろそか
になりがちですので、火の元点検を心掛け、明るい新
年を迎えましょう。

歳末特別警戒
■ ストーブの上に洗濯物を干すのは
絶対にやめましょう。
■ まきストーブは、燃えかすや灰の
処理を確実に行いましょう。
■ 石油ストーブの燃料補給は消火してから、灯油以外
の燃料（ガソリンなど）と間違って給油しないよう、
油種をよく確かめてから給油しましょう。
■ こたつの中に衣類などの燃えやすい物を放置しない
ようにしましょう。
■ 暖房器具、ガスこんろの消し忘れに注意しましょう。
■ 投光器を家畜の暖房に使用することはやめましょう。

問合せ／予防課　TEL75-2200

■期間　 12月24日㈫から30日㈪
までの７日間

■時間　午後６時から午後９時

■内容　 消防団員（消防車）によ
る防火パトロール

歳末
特別警戒

　10月中に、延べ235名の方から寄付を頂きました。たくさんの応援をありがとうございます。
　寄付金は、活力あるふるさとづくりのために有効活用させていただきます。
　なお、氏名および住所の公表を承諾された方については、町ホームページに掲載しています。
　本町では、まちの魅力や地場産品等のPRのため返礼品の充実を図っており、返礼品を提供していただける事
業者を随時募集しています。詳しくは下記担当までお問い合わせください。

　問合せ／企画振興担当（内線2213・2214）

別海町ふるさと応援制度 寄付を頂きました

総合政策課から

検索町ホームページ
検索キーワード 知床ナンバーの導入

普通自動車 カラー図柄

軽自動車　カラー図柄

普通自動車 モノクロ図柄

軽自動車　モノクロ図柄
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  家の中で安全に過ごすために
◦気象情報に注意して、暴風雪が予想されるときは、外出を控えましょう。
◦日頃から停電に備え、常備品などを用意しましょう。
◦ FF式暖房機などを使用している場合は、給排気口付近が雪でふさがると一酸化炭素中毒を起こす恐れがある

ため、積雪に注意しましょう。

  車で外出するときに気を付けること
◦  万一に備えて、携帯電話を忘れずに所持しましょう。
◦  車が立ち往生する可能性があるので、燃料の残量を確認し、車載常備品を用意しま

しょう。
◦  運転時に危険を感じたら、無理をせずに道の駅やコンビニエンスストア、ガソリン

スタンドなどで天気の回復を待ちましょう。
◦  大雪や吹きだまりなどで車が立ち往生したときは、ロードサービス（JAFなど）や

近くの人家などに必ず救助を依頼しましょう。また、ハザードランプの点灯や停止表示板を置くなど、車が目
立つようにしましょう。

◦  避難できる場所や人家が近くにない場合は、消防（119番）や警察（110番）に連絡して、車の中で救助を待
ちましょう。

◦  車が雪に埋まったときは、マフラーから排気ガスが車内に逆流し、一酸化炭素中毒を起こす恐れがあるため、
エンジンを切りましょう。防寒などのためにやむを得ずエンジンをかけるときは窓を開けて換気し、小まめに
マフラー周りを除雪しましょう。

  除雪するときに気を付けること
■屋根の雪下ろしをするときは
　１　複数人で行う　 はしごを支えてもらうなど、お互いに助け合い、万一の場合は

救助を求めましょう。
　２　滑 り 止 め　靴やはしごに滑り止めを付ける等の工夫をしましょう。
　３　命綱を着ける　滑った場合や雪の急落に備え、腰に命綱を着けましょう。
　４　周 囲 を 確 認　屋根の下を通行する人や子どもに注意しましょう。
■除雪機を使用するときは
　１　服 装 に 注 意　機械に巻き込まれないような服装で作業をしましょう。
　２　雪が詰まった場合　機械トラブルが発生したときは、必ずエンジンを停止しましょう。
　３　周 囲 を 確 認　通行人や子ども等に注意しましょう。
■その他の注意事項
　１　 屋 根 の 雪 に 注 意　屋根の下を通るときは「雪」や「つらら」の落下に注意しましょう。
　２　除雪時の健康に注意　 体調が悪いときは無理に除雪作業を行わないようにしましょう。また、除雪作業で

汗をかいたら着替えましょう。
　３　気 象 情 報 に 注 意　暴風雪警報や大雪警報が発表されたら、外出を控えましょう。

　北海道のホームページには、被害防止のためのリーフレット等が掲載されていますので、参考にしてください。
■北海道総務部危機対策課ホームページ
　暴風雪などによる被害防止について　http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/ktk/bsb/boufusetu.htm
　除雪などによる被害防止について　http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/ktk/bsb/yukihigai.htm

問合せ／防災・交通担当（内線2116・2117）

　冬本番を迎え、暴風雪対策に取り組む時期となりまし
た。いつ発生するか分からない災害に備え、日頃から準
備を進めましょう。暴風雪対策のポイントをまとめまし
たので、参考にしてください。

雪による被害防止
について

防災交通課から




